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神奈川県自然環境保全センター

県有林事務所

丹沢大山自然公園管理事務所

箱根自然公園管理事務所

自然保護センター

森林研究所

○設立の目的

・緑行政の効率的な展開

・丹沢大山の保全と再生の総合的な推進

＊５事務所統合によりH12に誕生



神奈川県自然環境保全センター業務管轄



研究課題の体系

○丹沢大山の自然環境の保全と再生

○豊かで活力ある公益的機能の高い森林の整備

○持続可能な資源の利用と管理

丹沢ブナ林等の衰退原因の解明と再生技術の開発

ニホンジカと共存できる森林管理技術の開発

希少動植物の保全技術の開発

自然環境の統合的な管理技術の開発

森林の水源涵養機能保全に関する研究開発

公益的機能を活かす森林活用の研究支援

地域遺伝資源の保存と活用に関する研究開発

森林資源の利用技術の開発



本日の内容  
～丹沢山地における調査研究～

１．丹沢大山の自然再生

２．自然再生のための調査研究と成果
・ニホンジカと共存できる森林管理技術開発

・ブナ林の衰退原因解明と再生技術開発

３．自然環境の調査研究と地域連携



１．丹沢大山の自然再生



写真：山口喜盛氏

写真：山口喜盛氏

身近な大自然「丹沢」



１９６０年代の丹沢の自然

堂平付近のブナ林の状況 蛭ヶ岳付近のブナ林の状況



丹沢山地の自然環境問題の変遷

ブナ林の衰退

造林地・農地のシカ被害

林床植生の退行

登山道の裸地化進行

車の影響・ごみ投棄増加

シカ分布拡大

大山モミ林の衰退

国定公園指定

シカ猟禁止

拡大造林期

雄ジカ猟解禁
猟区設定

国体開催

１９６０ １９７０ １９９０ ２０００１９８０

丹沢大山

 保全計画

前回総

 合調査



1980年代以降の自然環境劣化



1980年代以降の自然環境劣化



ブナ林の衰退

ニホンジカの影響

移入種の増加

自然公園過剰利用

人工林の劣化

希少種の減少

渓流生態系の悪化

地域の自立的再生

自然環境の総合診断

８つの特定課題



丹沢山地の自然環境の診断結果

奥山域・・・

山地域・・・

里山域・・・

渓流域・・・人工構造物の影響

ブナ林の衰退、植生劣化
 ニホンジカの過密化定着

人工林の手入れ不足
 森林内の土壌侵食

野生鳥獣被害
 外来生物増加



丹沢再生のスタート

H16～H18
丹沢大山総合調査

H19～
丹沢大山自然再生実行

県民参加型
分野横断調査

生きもの再生
水と土再生
地域再生
情報整備

総
合
解
析

政
策
提
言

 Ｈ
18･
7

H18.10
自然再生委員会設置

H19.3
自然再生計画策定
（保全計画改定）

事
業
実
施

 Ｈ
19
・４
～



丹沢山地の再生目標
奥山域

【うっそうとしたブナ林の再生】

山地域

【生きものも水土も健全で
なりわいも成り立つ

森林の再生】

里山域

【多様な生きものが暮らし、
山の恵みを受ける里の再生】

渓流域

【生きものとおいしい水を育む
安心・安全な沢の再生】

人も自然も
いきいきとした丹沢大山



２．自然再生のための  
調査研究と成果

ニホンジカと共存できる
 森林管理技術の開発



ニホンジカ分布の変遷

江戸時代

1960年代初頭

1990年代

・江戸時代には広く平野部でも生息

・1960年初頭は、狭まる（市街化、農地化、狩猟等）

・１９９０年代には再び拡大（鳥獣保護、山地の餌植物の増加等）



ニホンジカの過密化による影響

直接的には・・・

・下草が少なくなる。

・下草の種類が偏る。

・樹皮食いが多発する。

生態系劣化、生物多様性の低下、農林業被害

→餌の量と質の低下で、シカ個体群も低質化



ニホンジカ問題の対策と研究

対策の手段

• シカを減らす（捕獲）

• シカの影響を軽減
（植生保護柵、広域獣害防止柵）

• 生息環境の整備

調査研究の取り組み
○技術開発
・対策技術
・調査方法
・モニタリング方法

○実施支援
・モニタリング調査
・調査結果の解析

シカ地域個体群の存続
 

・
 

生物多様性の保全再生
農林業被害の軽減

 
・

 
被害拡大防止



シカの生息密度と植生劣化の状況調査
主に高標高域、鳥獣保護区で高密度状態が継続し植生劣化が進行。

植生劣化ﾚﾍﾞﾙ
■

 

Ⅰ 健全
■

 

Ⅱ
■

 

Ⅲ
■

 

Ⅳ
■

 

Ⅴ 劣化

シカ密度
20頭/km2＜
5－20頭/km2
5頭/km2＞



狩猟とニホンジカの行動圏の関係調査



自然林の中に植生保護柵を設置した例

植生保護柵の効果検証

植生保護柵内の林床植生が回復（施工後９年）



人工林を間伐して植生保護柵を設置した例

植生保護柵の効果検証

施工後５年

ＩＮ
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植生保護柵の内外の植生の質の比較
 ～下層植物現存量に占める餌植物の比率～

・柵内では餌植物が増加している。

・柵外では間伐後1年目に餌植物が増加したが、
 その後は減少している（不嗜好植物が多くなっ
 た）。
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土壌侵食量の実態調査

植生被度 40％ 1％80％



土壌保全対策手法の改良・開発

リター捕捉ロール工 リター捕捉ネット工

ネット被覆+木製筋工

特別保護地区内に
 ふさわしい手法の検討

 （清川村堂平で施工試験）



今後の研究課題

○今後の対策

・自然植生回復のための
 密度低減

・森林整備と個体数調整
 の一体的実施

 （モデル地区設定）

・農地への侵入防止と
 定着解消

○研究の課題

・捕獲手法、森林整備手
 法、モニタリング手法等

 の改良

・生息環境管理モデル
 区域モニタリングと解析

・情報集積、総合解析
 支援



２．自然再生のための  
調査研究と成果

ブナ林衰退原因解明と再生技術開発



丹沢山地のブナ林

1.
 

ブナが比較的まとまって生育し、
 太平洋側では貴重

2.
 

丹沢の中でも自然度の高い場所に分布
 （特別保護地区を中心とした標高700m以上）

3.
 

シナノキ・カエデ類などの広葉樹との混交林．

1980年代以降に立ち枯れが
目立つようになってきた



丹沢の森林衰退と研究の経緯

1960～70年頃・・・・大山のモミの立ち枯れ
1992～1994に県が調査
＊大気汚染（亜硫酸ガス）+病害虫が原因

空中写真による枯損木調査（森林研1996）
＊天然分布域の1/3枯損木分布（約２千ha）
＊1970年頃から→進行中

1980年頃～・・・・丹沢の主稜線部のブナ枯れ

1992-1997年・・丹沢大山自然環境総合調査

いくつかの衰退原因が指摘され、以降継続調査



ブナ林衰退の対策と研究

・ブナ等の高木の更新
（天然更新・植栽）

調査研究の取り組み
○モニタリング

実態把握と監視

○原因解明調査
○各種再生技術開発

うっそうとしたブナ林の再生
（奥山域の再生目標）

対策の手段

・ニホンジカ密度低減対策
・林床植生回復対策
・土壌保全対策

＋



丹沢山付近での集団枯死



広域的なブナ林の衰退



‘02.8.30‘99.6.8 ‘04.12.3

ﾌﾞﾅﾊﾊﾞﾁ激害

ブナの単木的枯死
檜洞丸の稜線部の例

枯死



原因に関する調査

• 山地気象の変化
 

（気温上昇、少雪化）

• 山地の大気汚染物質（酸性降下物、オゾン）

• 土壌水分
 

（ブナの吸水特性、土壌乾燥化）

• 害虫被害の発生（ブナハバチの大発生）



山地の気象変化
テレメータ連続観測

丹沢山ほか４カ所

リアルタイム公開

http://www.agri.pref.kanagawa.jp/ 
sinrinken/index.asp



山地の大気汚染濃度の観測

檜洞丸山頂での連続観測装置．
 2004年から測定

（財）電力中央研究所と連携

短期暴露型平均濃度

測定用サンプラー

県環境科学センターと連携



ブナ着葉期のオゾン濃度分布

蛭ヶ岳

丹沢山

大山

大室山

三国山

菰釣山

塔ヶ岳

三ノ塔

鍋割山

丹沢主稜線

檜洞丸

44～47ppb

43ppb以下

48ppb以上

阿相他(2007)←オゾンによる可視被害（フレッキング）



オゾン濃度日変動  檜洞丸（赤），伊勢原（緑），犬越路（青）地点における2005 年6 月における

 AOT40 の時間帯別変化

河野ほか(2007）



調査研究から分かったこと

1．複合原因による衰退（衰弱と枯死）現象
• オゾンストレス，水分ストレス，ブナハバチ食害が複

 合して衰弱・枯死する．

• 林床植生状態，風況などの立地も影響、しかし個々の
 原因の寄与度は未解明

2．このため異なるタイプの衰退発生
• 集団型：オゾンや風の影響が強い立地ではまとまっ

 て衰弱・枯死．

• 単木型：ブナハバチ食害を繰り返し受けて衰弱・枯死．



丹沢ブナ林枯損の基本メカニズム

大気汚染
（オゾンなど）

樹勢低下

枯 死

植生退行
土壌乾燥

など

ブナ
ハバチ

大気汚染・水分ストレ
 ス・ブナハバチなどの
 ブナの樹勢を低下させ

 る要因が複合的に作
 用して衰弱・枯死する。

水分ストレス
ブナ



ブナ帯森林再生の対策候補地マップ

研究成果をもとに、どこでどんな対策をするかを検討、図化



今後の研究課題

○今後の対策 ○研究の課題

・ブナ等森林再生の実
 証研究

・モニタリングの継続

・各種生態系再生技術
 の開発

ブナ等の
森林再生実証事業
（天然更新・植栽）

シカ管理捕獲
植生回復対策
土壌保全対策



植生保護柵

計画的捕獲

土壌保全対策

 

多様な恵みの再生

統合的な
自然再生事業

生息環境整備



３．自然環境の調査研究と地域連携



自然環境の調査研究と地域連携

１．多様な主体による地域自然環境調査
 への支援

２．自然環境情報ステーションを活用した

情報集積と情報提供



自然再生事業の推進と情報整備

参加型管理

順応的管理

統合型管理



丹沢再生を支える情報整備
e-Tanzawa＝
丹沢大山自然再生を推進するための

データ登録・情報の双方向化・外部連携

などの機能をもつ統合型地理情報システム

○自然再生に関する情報の蓄積・整理

○県民への情報発信、情報収集

○自然再生に取り組む主体間の情報共有

○モニタリングや総合解析の支援
 

など



丹沢自然環境情報ステーション
http//e-tanzawa.jp/



ｅ－Ｔａｎｚａｗａ

基本システム

丹沢再生を支える“ｅ－Ｔａｎｚａｗａ”

既存データ
前回総合調査
各種事業データ

丹沢大山
総合調査
データ

基盤システム
WebGIS・地図
基本ソフトなど

利活用システム

情報発信

自然情報収集

県民協働支援

環境学習

再生事業支援

モニタリング

総合解析

一般県民
地域住民
活動団体
教育関係
民間業者
行政関係
研究機関

・・・

丹沢大山の自然再生事業・活動
情報蓄積 支援 参加

データベース
・自然環境
・再生事業
・県民活動
・環境学習

事業評価
計画見直し



生物目撃情報登録システムの開発
パークレンジャー
自然公園指導員

自然環境活動団体

ＧＩＳデータを
イントラネットで登録

テキストデータを
メール送信

鳥獣保護員

ＧＩＳ管理者

ＧＩＳサーバ
ＷｅｂＧＩＳ提供

情報入力ＧＩＳデータ
閲覧・利用

インターネット

ＧＩＳデータ
閲覧・利用

データを
メール送信

情報入力

ＧＩＳデータ
閲覧・利用

データを
メール送信

情報入力

ＧＩＳデータ
閲覧・利用

データを
メール送信

情報入力

森林監守

希少種の保全

外来種対策
自然環境情報の更新

自然環境行政
への提供

自然環境行政への利活用

ＧＩＳデータをＷｅｂ配信

生物多様性情報
データベース

データチェック
データ変換作業
ＧＩＳデータ作成



目撃情報登録システム



目撃情報登録システム登録画面



調査研究

まとめ

○丹沢大山の自然再生は、地域特有の
 自然環境問題の解決への取り組み

そのためどのような対策をするか検討する必要がある

その検討材料として、

・問題の実態把握

・原因の解明

・対策技術開発

・モニタリングによる対策効果の検証と技術改善



今後とも丹沢大山の自然再生に今後とも丹沢大山の自然再生に今後とも丹沢大山の自然再生に

ご理解とご支援をお願いします。ご理解とご支援をお願いします。ご理解とご支援をお願いします。
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